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定式化は，次の文献に基づいている。 P.Kotler,Marketing Decision Making: 
A Model Building Approach. 1971. pp.531・532.なお， Bassの原モデルは，次
のように定式化されている。 「 _l 11 ~ l 
S(T）＝い＋長jS(t)dt I m-.¥ S(t)dt I 
このモデルは次の関係が与えられるなら， Kotlerの定式化と同じである。





















kvall = W ahlbinでいある。彼等は，コミュニケーション過程において潜在的採用
者が外部的，内部的な2つの異なる影響を受ける点を主張する。ここで，外部
的影響とは，例えば，新製品の売手が広告や販売活動によって行使する直接的
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Y1 注意水準 X1 広告への露出
Y2 知覚偏向 X2 口コミ活動の水準
y3 刺激多義性 x3 クーポンの受領
y4 動機 x4 価格
Ys 明示的探索 Xs 社会的および組織的背景の各
y6 態度 種特徴
Y1 意図
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Howard= Shethモデルの経験的研究は，その後， Farley=Howard= 
Lehmann, Dominguez等によって継承されていくことになるが，他方で，新た
な包括的なモテ。ルの展開がHansen,Markin, Bettman, Zaltman=Wallendorf 
等によって試みられている。
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